
◆
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

　

現
在
、
堰
上
空
に
は
約

2
0
0
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
元
気

に
泳
ぐ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
の
日
に

ち
な
ん
だ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

5
月
3
日
㈷　

10
時

か
ら
15
時
（
雨
天
時
5
月
4
日

㈷
に
順
延
）

■
イ
ベ
ン
ト　

み
ん
な
で
楽
し

も
う
！
鯉
の
ぼ
り
ゲ
ー
ム
／
昔

懐
か
し
い
遊
び
（
竹
馬
・
水
鉄

砲
）
／
せ
せ
ら
ぎ
川
で
魚
と
遊

ぼ
う
／
自
然
満
喫「
里
山
散
策
」

／
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／

ボ
ー
ト
水
上
散
策
な
ど

問
い
合
わ
せ　
　

産
業
振
興
課

　

☎
（78）
1
0
5
1

　

近
く
な
の
に
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
ん
な
市

内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
身
近
な
案
内
人
が
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
「
近
く
へ
行
き
た
い
」。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
で
す
。
風
・
水
・
緑
・
光
・
土
⋮
自

然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
公
園
。
約
4
ha
の
園
内
に
は
、
1

日
中
楽
し
め
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

橘
堰

　
「
夏
か
ら
秋
に
堰
の
向
こ
う

側
に
沈
む
夕
日
が
水
面
に
映
り

と
て
も
き
れ
い
で
す
」
と
紹
介

さ
れ
た
の
は
橘
堰
。
こ
の
夕
日

を
描
く
の
に
何
年
も
通
っ
て
い

る
人
が
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、

昭
和
40
年
代
半
ば
に
は
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
て
話
題
に

な
っ
た
こ
と
も
。

　

四
季
を
情
緒
豊
か
に
映
し
出

す
こ
の
堰
に
は
、
こ
の
時
期
は

上
空
に
大
き
な
緋ひ

鯉ご
い

や
真ま

鯉ご
い

な

ど
の
鯉
の
ぼ
り
が
2
0
0
匹
も

泳
ぎ
ま
す
。　

　

ま
た
、
夏
季
に
は
人
気
の

ボ
ー
ト
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
が
現
在
、
乗
り
場
の
修
復

工
事
を
し
て
い
る
た
め
当
分
の

間
は
中
止
し
て
い
る
そ
う
だ
。

ボ
ー
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

山
田
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
（78）
3
2
0
4

出
会
い
の
広
場

　
「
夏
季
に
は
、
約
1
0
0
人

が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
ん
で
ま
す
よ
」
と
い
う

の
は
、
広
さ
約
6
0
0
0
㎡
の

出
会
い
の
広
場
。
除
草
剤
は
一

切
使
っ
て
な
い
芝
生
は
、
安
心

し
て
手
足
を
伸
ば
し
て
寝
こ
ろ

べ
る
。施
設
も
野
外
テ
ー
ブ
ル
、

炊
事
場
、
か
ま
ど
、
ト
イ
レ
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
を

す
る
に
は
十
分
。
利
用
す
る
に

は
事
前
に
予
約
が
必
要
だ
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
季
節
は
、
ゴ
ミ

置
き
場
が
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
と
困
惑
顔
の
今
井
さ
ん
。

ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

予
約　
　

都
市
建
設
課　

☎
（78）
2
1
1
6

水
辺
遊
歩
道

　
「
歩
道
で
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
最
適
で
す
よ
」
と
い
う
の

は
堰
に
沿
っ
た
約
7
㎞
の
歩

道
、
散
策
の
小
道
。
野
の
草
花

と
小
動
物
た
ち
を
近
く
で
観
察

で
き
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
ベ
ン

チ
も
置
か
れ
て
い
る
。

憩
い
の
森

　
「
向
こ
う
の
丘
に
は
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
が
あ
る
よ
」
と
紹
介

さ
れ
た
の
は
、
堰
を
見
下
ろ
す

小
高
い
丘
の
斜
面
に
作
ら
れ
た

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
森
。
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
9
施
設
に
展
望
台
、
あ

ず
ま
屋
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル

セ
ッ
ト
、
遊
歩
道
、
ト
イ
レ
が

併
設
さ
れ
て
い
る
。
7
月
に

は
、
こ
の
辺
に
ヤ
マ
ユ
リ
の
群

生
3
0
0
0
株
が
一
斉
に
咲
き

森
中
に
香
り
が
漂
う
そ
う
だ
。

　

憩
い
の
森
周
辺
に
は
、
森
の

中
を
散
策
す
る
コ
ー
ス
が
新

設
。
自
然
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

た
コ
ー
ス
は
急
な
坂
を
登
っ
た

り
降
り
た
り
、
か
な
り
タ
フ
な

コ
ー
ス
。お
い
し
い
空
気
の
中
、

い
い
汗
を
か
け
そ
う
だ
。

遊びに来ていた越川さん一
家。公園にきたときには必
ず行くという憩いの森。「一
通りアスレチックは遊ぶん
ですよ」とお母さんが言う
とおり子どもたちは次々に
遊んでいました。長男の尊
平くんのお気に入りはター
ザンロープだそうだ。

遊びにきました

堰
は
、
つ
り
の
穴
場
。
コ
イ
、
ヘ

ラ
ブ
ナ
、
マ
ブ
ナ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
が
釣
れ

る
。
月
1
く
ら
い
で
釣
り
に
来
る

と
い
う
鈴
木
さ
ん
。
も
う
す
で
に

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
1
匹
を
釣
り
上
げ

た
と
い
う
。

自
然
と
出
会
う
公
園
橘
ふ
れ
あ
い
公
園

　山田公民館の夜間管理や橘堰の
ボート貸し出しなどをこなす 80
歳の現役シルバー。橘ふれあい公
園は、開園当時から知る。公園を
紹介するテレビなどにたびたび登
場することから子どもたちに「テ
レビで見たよ。ボートのおじちゃ
ん」と呼ばれることもあるという。

今井寅吉さん（仁良）

今回の案内人

▲園内には安らぎのせせらぎ川や様々
な花木が楽しめる四季花木園がある

▲この季節ベンチに座ると水面を渡
る風が心地いい

▲子どもたちに人気
のローラーすべり台

▲越川さん一家（新々田）

穴場
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市
で
は
、
結
核
・
肺
が
ん

の
早
期
発
見
に
、
胸
部
Ｘ
線
撮

影
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目
的
と

し
て
基
本
健
康
診
査
を
行
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
は
一
度
な
る
と

治
療
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

ほ
か
の
病
気
を
引
き
お
こ
し
た

り
す
る
厄
介
な
病
気
で
す
。「
い

つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
た

い
」
と
は
、
誰
も
が
願
う
こ
と

で
す
。
健
康
は
自
分
で
作
り
自

分
で
守
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

異
常
の
早
期
発
見
の
た
め
自

覚
症
状
に
注
意
し
て
、
年
に
一

度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
（
4
月
1
日
現
在
）

○
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
Ｘ
線
撮

影
）　

40
歳
〜
64
歳
の
人

○
結
核
健
診（
胸
部
Ｘ
線
撮
影
）

65
歳
以
上
の
人

　

ほ
か
の
機
関
で
受
診
す
る
予

定
の
な
い
人
や
特
別
の
理
由
の

な
い
人
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
部
Ｘ
線
撮
影
に
よ
っ
て
呼
吸

器
系
で
は
肺
結
核
や
肺
が
ん
な

ど
、
循
環
器
系
で
は
心
臓
肥
大

や
動
脈
瘤り
ゅ
う

な
ど
を
発
見
で
き

ま
す
。

　

検
査
の
結
果
、
異
常
が
あ
っ

歳
以
上
の
人
に
生
活
機
能
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

質
問
票
を
受
診
票
に
同
封
し

て
送
付
し
ま
す
の
で
記
入
し
て

会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

こ
の
検
査
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得

て
、
感
染
の
状
況
を
知
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
対
象
者
は
、
健
診
対
象

者
の
う
ち
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
（
平

成
18
年
4
月
1
日
現
在
）
で
希

望
の
あ
る
人
に
血
液
検
査
を
行

い
ま
す
（
本
人
署
名
が
必
要
）。

　

な
お
、
健
診
対
象
者
の
う
ち

過
去
4
年
間
に
肝
炎
検
査
を

行
っ
て
い
な
い
人
は
当
日
会
場

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
健
診

　

基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
い

け
れ
ど
、
障
害
や
寝
た
き
り
な

ど
で
会
場
ま
で
行
け
な
い
人
は

連
絡
く
だ
さ
い
。
自
宅
で
も
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

主
治
医
の
い
な
い
人
に
限
り
ま

す
。

※
詳
細
は
、
佐
原
区
は
回
覧
、

小
見
川
区
・
山
田
区
・
栗
源
区

は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
5

　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
1
5

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

た
人
に
は
、
精
密
検
査
を
行
わ

ず
に
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧

奨
を
行
い
ま
す
。

〇
基
本
健
康
診
査

①
40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者

②
40
歳
以
上
の
社
会
保
険
加
入

者
（
本
人
・
扶
養
者
）
で
、
事

業
所
な
ど
に
お
い
て
受
診
す
る

機
会
の
な
い
人
。

※
た
だ
し
生
活
習
慣
病
（
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
脳

卒
中
・
心
臓
病
）
で
治
療
中
の

人
、
社
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国
保

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
検
者
や
受

検
予
定
者
を
除
く
。

日
程
と
会
場

　

対
象
者
に
は
会
場
と
日
時
を

記
載
し
た
受
診
票
を
個
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り

通
知
す
る
会
場
に
行
け
な
い
場

合
に
は
、
他
の
会
場
で
も
受
診

で
き
ま
す
。

※
通
知
が
届
い
て
も
病
気
な
ど

の
理
由
で
受
診
で
き
な
い
人
、

職
場
・
病
院
な
ど
で
検
査
す
る

人
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
者
の
う
ち
通
知

の
届
か
な
い
人
で
ほ
か
に
受
診

の
機
会
の
な
い
人
は
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

基
本
健
康
診
査

　

検
査
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す
。

①
受
付　

②
身
体
計
測　

③
尿

検
査　

④
血
圧
測
定　

⑤
問
診

⑥
医
師
の
診
察　

⑦
血
液
検
査

　

こ
の
ほ
か
医
師
が
必
要
と
認

め
た
人
に
つ
い
て
は
、
精
密
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
機
能
調
査

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
65

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

篠
塚
昌
典
氏

　

欠
員
に
伴
い
佐
原
区
山
田

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
4
月
1
日
付

け
で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。
任
期
は
平
成
19
年
11
月

30
日
ま
で
で
す
。

《
佐
原
区
山
田
地
区
》

篠
塚
昌
典　

☎
（57）
3
4
1
6

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
☎

（50）
1
2
5
2

犬の登録・狂犬病予防注射

自治区 日　　程 申込受付日

佐　原 6/16㈮～7/29㈯の20日間 6/5 ㈪～

小見川 5/29㈪～6/30㈮の21日間 5/1 ㈪～

山　田 5/31㈬～6/16㈮の13日間 5/1 ㈪～

栗　源 6/22㈭～7/1㈯の8日間 6/5 ㈪～

自治区 日程 実施場所 実施時間

佐　原 5/14 ㈰

香取市役所駐車場 9：00～10：00
農協南支店 10：30～10：50
農協旧東大戸支所 11：20～11：40
農協北支店 13：30～13：50
農協旧大倉支所 14：30～14：50

小見川

5/18 ㈭
農協神里出張所 9：00～ 9：30
農協旧豊浦支所 9：45～10：15
海洋センター 10：30～11：30

5/19 ㈮
農協旧良文支所 9：00～ 9：30
農協旧森山支所 9：45～10：15
小見川区事務所 10：30～11：30

山　田 5/17 ㈬

農協山倉出張所  9：00～ 9：45
ジェイエイライフ
（農協旧新里支所） 10：00～10：45

入小保内青年館 11：00～11：45
農協本店 13：15～14：00
山田区事務所 14：15～15：15

栗　源 5/24 ㈬

沢区民センター 9：00～ 9：30
農村協同館 9：45～10：15
高萩青年館 10：30～11：00
栗源公民館 11：15～11：45

  

夜
間
小
児
初
期
救
急
診
療

　

現
在
、千
葉
県
立
佐
原
病
院
の
小
児
科
外
来

診
療
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
日
中
外
来
で

行
っ
て
い
ま
す
。「
夜
間
小
児
初
期
救
急
診
療
」は

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
診
療
日　

毎
週
水
・
金
曜
日（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間　

18
時
か
ら
22
時（
診
療
時
間
は
19
時
か
ら
）

■
受
診
方
法　

必
ず
電
話
で
予
約
し
、保
険
証
持
参
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い

■
対
象
者　

急
に
具
合
の
悪
く
な
っ
た
小
児

問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
立
佐
原
病
院　

☎
（54）
1
2
3
1

こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
開
設

　

子
ど
も
の
夜
間
に
お
け
る
発
熱
な
ど
で
、悩
ん
だ
と
き

は
、気
軽
に
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。看
護
師
や
小

児
科
医
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　

土
・
日
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
、12
月
29
日
か
ら

1
月
3
日
の
19
時
か
ら
22
時

（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
固
定
電
話
か
ら
は
、
局
番
な
し
の
＃
8
0
0
0
へ
）

こっ困ったな☎
0
4
3
‐
2
4
2
‐
9
9
3
9

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
右
表

の
日
程
で
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
生
後
3
カ
月
以
上
で

未
登
録
の
犬
は
登
録
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
会
場
へ
は
犬
を
し
っ

か
り
押
さ
え
ら
れ
る
人
が
連
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
も
の
】

○
通
知
ハ
ガ
キ
（
小
見
川
区
除

く
）

ハ
ガ
キ
の
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
る
場
合
は
、
赤
鉛
筆
な
ど
で

訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
数
料
】　

内
訳
は
、
広
報
か

と
り
4
月
1
日
号
を
参
照
く
だ

さ
い
。

○
登
録
済
み
の
犬  

3
3
5
0
円

○
未
登
録
の
犬　

6
3
5
0
円

【
お
願
い
】

　

注
射
会
場
で
は
次
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
区
事
務

所
の
担
当
課
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

①
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

て
き
た
犬
の
変
更
手
続
き

②
鑑
札
・
注
射
済
票
の
紛
失
に

よ
る
再
発
行

問
い
合
わ
せ

　

環
境
安
全
課
☎
（50）
1
2
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
（82）
1
1
1
4

　

市
民
環
境
課
☎
（78）
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
（75）
2
1
1
3

こ
ど
も
の
急
病

検（健）診日程と申込受付日

● 犬の登録・狂犬病予防注射会場 ●

　　　検診・　　健診・肺がん 結核

基本健康診査の実施

追加実施

　…佐原区事務所　　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所
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児
童
手
当
制
度

会
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
、

資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。　

し
く
み

■
支
給
対
象

　

児
童
手
当
等
は
、
12
歳
到
達

後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了
前

の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年
（
1
月
か
ら
5
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
は
前
々
年
）
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に

は
、
児
童
手
当
等
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
支
給
手
続
き

認
定
請
求　

　

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場

合
、
児
童
手
当
等
を
受
給
す
る

に
は
、
各
区
事
務
所
児
童
手
当

担
当
課
窓
口
（
公
務
員
の
場
合

は
勤
務
先
）
に
「
認
定
請
求
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出

し
、
香
取
市
（
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、

児
童
手
当
を
受
け
る
権

利
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
等
は
、
認
定

請
求
を
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
、

支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
属
す
る
月
分
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
転
入
ま
た
は
災
害
な

ど
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

認
定
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
や
む
を
得
な
い

理
由
が
や
ん
だ
後
15
日
以
内
に

認
定
請
求
す
れ
ば
、
転
入
な
ど

の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

な
ど

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し
な
ど

↓
請
求
者
が
被
用
者
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
）
の
場
合
に
提

出○
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

↓
提
出
が
必
要
な
人

香
取
市
に
そ
の
年
の
1
月

1
日
に
住
所
が
な
か
っ
た

人
（
1
月
か
ら
5
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
の
認
定
請

求
の
場
合
は
、
前
年
の
1

月
1
日
に
住
所
が
な
か
っ

た
人
）

↓
証
明
す
る
年

認
定
請
求
日
の
前
年
分

（
1
月
か
ら
5
月
ま
で
は

前
々
年
分
）

○
請
求
者
の
銀
行
な
ど
の
口
座

番
号
な
ど
（
郵
便
局
は
不
可
）

○
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

↓
例
え
ば
…
養
育
す
る
児
童
と

別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど

■
支
給
額
（
月
額
）

第
1
子　
　
　
　

5
0
0
0
円

第
2
子　
　
　
　

5
0
0
0
円

第
3
子
以
降　

1
0
0
0
0
円

■
支
払
い
時
期

　

児
童
手
当
等
は
、
原
則
と
し

て
、
毎
年
2
月
、
6
月
、
10
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
制
度

■
所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ

り
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
の

所
得
制
限
限
度
額

注
1　

所
得
税
法
に
規
定
す
る

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
者
に
つ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
6

月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
な

ど○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し
な
ど

↓
請
求
者
が
被
用
者
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
）
の
場
合
に
提

出　○
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が

発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書

↓
香
取
市
に
そ
の
年
の
1
月
1

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に

提
出　

○
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

↓
例
え
ば
…
養
育
す
る
児
童
と

別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど

問
い
合
わ
せ　

児
童
生
活
課　

☎
（50）
1
2
5
7

　

児
童
生
活
支
援
課

☎
（50）
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎
（82）
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課
☎
（78）
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課
☎
（75）
3
0
0
0

　内容
　支給対象年齢が、これまでの小学校3年生（9歳到達後最
初の年度末）までから、小学校6年生（12歳到達後最初の年
度末）までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられまし
た。

　認定請求の手続き
　新たに児童手当等を受けられる児童の保護者は、各区事務
所の児童手当担当課窓口（公務員は勤務先）で、認定請求の手
続きが必要となります。
　なお、改正に伴う新規請求は、平成18年9月30日までに受け
付けたものに限り、特例的に4月1日（または支給要件に該当し
た日）にさかのぼって支給されます。

　　  平成18年度に小学校4年生の児童がいる
　　  保護者
　　　（平成8年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれ）
　これまで、当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者
は、平成17年6月中に現況届を提出済みであれば、特段の手続
きは必要ありません。
　上記に該当しない保護者で、受給資格がある場合は、認定請
求の手続きが必要になります。（下記参照）

　　  平成18年度に小学校5年生または6年生の
　　  児童がいる保護者
　　　（平成6年4月2日生まれ～平成8年4月1日生まれ）
　これまで、児童手当等を受給していない保護者は認定請求、
児童手当等を受給していた保護者は額改定認定請求の手続き
が必要となります。

　　  これまで、所得制限により児童手当等を
　　  受給していない保護者
　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当等を受給できる
場合がありますので、該当する保護者は、認定請求の手続きが
必要となります。

【認定請求に必要な添付書類】
●健康保険被保険者証の写し（請求者がサラリーマンなどの
場合に提出）
●児童手当用所得証明書（香取市に平成17年1月1日もしくは
　平成18年1月1日に住所がなかった場合のみ）
　※1月1日に住所があった市区町村で発行します。
　証明年度…4、5月分は平成17年度（平成16年分所得）・6月
　分以降は平成18年度（平成17年分所得）
●請求者の銀行などの口座番号（郵便局は不可）
●このほか、必要に応じて提出する書類があります。（児童と別
　居の場合など）

！

目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社

扶養親族などの数 自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0人 460万円 532万円
1人 498万円 570万円
2人 536 万円 608万円
3人 574万円 646 万円
4人 612万円 684万円
5人 650万円 722万円

提出を必要とするとき 届け出の種類

ほかの市区町村に住所が変わったとき 受給事由消滅届 認定請求書
出生などにより支給対象となる児童
が増えたとき 額改定認定請求書

年齢要件などにより支給対象となる
児童が減ったとき 額改定届

年齢要件などにより支給対象となる
児童がいなくなったとき 受給事由消滅届

特例給付の受給者が退職したとき 受給事由消滅届

受給者が公務員になったとき 受給事由消滅届 
認定請求書

養育している児童の住所が変わっ
たとき 住所変更届

受給者または養育している児童の
名前が変わったとき 氏名変更届

届け出の内容が変わったときい
て
の
限
度
額
（
所
得
額
ベ
ー

ス
）
は
、
上
記
の
額
に
当
該
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
6
万

円
を
加
算
し
た
額
。

注
2　

扶
養
親
族
等
の
数
が
6

人
以
上
の
場
合
の
限
度
額
（
所

得
額
ベ
ー
ス
）
は
、
1
人
に
つ

き
38
万
円
（
扶
養
親
族
等
が

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

老
人
扶
養
親
族
で
あ
る
と
き
は

44
万
円
）
を
加
算
し
た
額
。

現
況
届

　

児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る

人
は
、毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
届
け
は
、
毎
年
6
月
1

日
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
6

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

続
け
て
手
当
を

受
け
る
場
合

平成18年4月1日から
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
の

児童手当制度が拡充
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香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

を
彩
る
桜
の
下
で
…

市
内
各
地
で
桜
ま
つ
り

春

元住民と行政の連携に評価
優秀観光地づくりで金賞・国土交通大臣賞を受賞地

江戸佐原を台湾に紹介
台湾記者佐原を取材小

　

台
湾
で
「
佐
原
」
を
題

材
と
し
た
本
を
出
版
す
る

た
め
記
者
の
ア
リ
ス
Ｎ
．

Ｈ
チ
ェ
ン
さ
ん
が
佐
原
を

訪
れ
、
食
や
文
化
に
つ
い

て
地
元
の
人
た
ち
を
取
材

し
ま
し
た
。

　

ア
リ
ス
さ
ん
は
、
以
前

行
わ
れ
た
台
湾
プ
レ
ス
ツ

ア
ー
（
台
湾
記
者
に
よ
る

取
材
ツ
ア
ー
）
に
参
加
し

た
と
き
、
佐
原
の
記
事
を

書
き
、
読
者
か
ら
多
く
の

反
響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

本
を
出
版
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

取
材
は
、
3
月
31
日
か

ら
4
月
5
日
ま
で
行
わ
れ
、

主
に
小
野
川
周
辺
の
商
家

を
対
象
に
取
材
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ア
リ
ス
さ
ん
は
「
佐
原

は
、
古
い
町
並
み
と
現
代

的
な
町
並
み
が
あ
り
印
象

的
で
す
。
台
湾
の
人
は
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
よ
り

古
い
町
並
み
を
自
分
の
足

で
散
策
す
る
の
が
好
き
。

き
っ
と
佐
原
の
町
並
み
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

桜
の
季
節
、
各
地
で
桜
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
城
山
公

園
で
開
催
さ
れ
た
、
水
郷
お
み
が
わ
桜

つ
つ
じ
ま
つ
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
春
の
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
間
川
や
佐
原
公
園
、
香
取

神
宮
で
も
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
満

開
に
咲
い
た
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

通安全を願い1日署長
香取警察署で出動式交

　春の交通安全運動を前に4月3日、香取警察署で出動式が行われ
ました。出動式には、千葉県出身で女優の田中美奈子さんを1日署
長に迎え同署員や関係団体など約200人が参加しました。

　式終了後、女性警察官の制
服姿で市役所を訪れ齋藤市長
職務執行者を表敬訪問した田
中さんは、玄関前に集まった
市民に「事故のないようにお
願いします」と笑顔で交通安
全グッズを配りました。

▲小野川と古い町並みを撮影するアリスＮ.Ｈチェンさん

▲
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

▲交通事故防止を呼びかける田中美奈子さん

▲飲食店での取材

▲元気いっぱいの踊りを披露するおみが 和よさこい会「和
わ

気
き

藹
あい

藹
あい

」の皆さん

▲小見川吹奏楽団に よるお花見コンサート

　㈳日本観光協会の「第13回優秀観
光地づくり賞」で、旧佐原市が県内
の団体では、初めて金賞・国土交通
大臣賞を受賞しました。
　表彰式は、4月21日に開催された
「旅フェア2006」のオープニングセ
レモニーで行われ齋藤市長職務執行
者が代表して表彰状を受け取りまし
た。
　観光地づくり賞は、観光による地域振興を推進し、他地域の参考
になるような観光地域づくりをしている団体などを表彰することに
より、各地でより良い観光地づくりが推進されることを目的に平成
6年に創設されたものです。
　旧佐原市は、平成6年に「佐原市歴史的景観条例」を制定。平成
8年には、関東地方で初めて重要伝統的建造物群保存地区の選定を
受けました。また、関東一といわれる山車祭りは「観光のまつり」
としての体制づくりに取り組みました。このような町並み保存や祭
りの開催などを通して、地元住民などでつくるNPO法人や企業、
行政が官民一体となった体制づくりなどが高く評価され、今回の受
賞となりました。

▲佐藤国土交通事務次官から
記念のトロフィーを受ける齋
藤市長職務執行者
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さ
く
ら
祭
り

広報かとりでは、市内で活躍する各種サークルを紹介するコーナー
「サークル仲間」に登場していただけるサークルを募集しています。「自
分たちのサークルをＰＲしたい！」「会員を募集したい！」などと考
えているあなた。広報で市民の皆さんにあなたのサークルを紹介して
みませんか。
　①サークル名②活動日時③活動場所④会員数⑤活動内容⑥連絡先

（代表者の氏名・電話番号）を記入の上、〒 287-8501　香取市佐原
ロ 2127　秘書広報課広報広聴班へハガキで応募ください。
　募集しているのは、以下の要件に当てはまるサークルです。
○香取市内で主に活動している
○特定の団体に所属していることを入会の条件としていない
○営利を目的とせず、宗教活動や政治活動を行わない
問い合わせ　秘書広報課広報広聴班　☎（50）1204

▲多くの参拝客が春の参道を満喫

▲ブランコの上から花見（佐原公園）

▲十間川を散歩がてらに花見

▲特別賞を贈られ笑顔の井野口さん

　満開の桜が散り、葉桜となった香取神宮で15日、神幸祭が行わ
れました。約800年の歴史を誇る「神幸祭」は、経

ふ つ ぬ し の お お か み

津主大神が東国
を平定したときの様子を今に伝える伝統行事で、古くからの氏子地
域の人々が平安時代さながらの衣装に身を包み、神

み こ し

輿を中心に列を
成して参道を練り歩きました。約200人もの行列が、厳かに進む様
子は圧巻で多くの観客らを魅了しました。新緑に神輿が映え、華麗

な時代絵巻が展開されました。
　また、伝統芸能である香取神道
流の奉納演舞なども披露。悠久の
歴史を感じる春の祭典は無事幕を
閉じました。 

華絢爛、時代絵巻豪香取神宮で神幸祭

　今回紹介するのは、佐原剣友会
スポーツ少年団の皆さんです。
　同会は日本体育協会に登録さ
れたスポーツ少年団で一般の佐
原剣友会の人たちが剣道を基本
から楽しく教えてくれます。現
在会員は幼稚園児から小6まで
26人。
　親たちから「礼儀を教えてくれ
るというので入会させた」という
とおり礼儀作法を重んじるという
同会の子どもたちは「お願いしま
す」「ありがとうございました」
と大きな声で挨拶ができる礼儀正
しい子どもたちばかり。
　基本が大切という剣道。いや

になりがちな基本の反復練習に
代表の笹本さんは「ゲーム感覚
で練習をしたりしながら楽しん
で基本を覚えさせてます」と言
います。また、剣道ははじめて
という人も大丈夫、レベルに合
わせた指導もしているそうだ。
　最年長の健斗くんは「面白そ
うだから入った。今は、試合を
するのが楽しい」と話していま
した。
　同会は、会員を募集していま
す興味のある人は下記まで。
【問い合わせ】　佐原剣友会ス
ポーツ少年団代表　笹本浩之　

☎（52）3675

剣道を基本から楽しく学ぶ
佐原剣友会スポーツ少年団

■練習日時　毎週水・日曜日　18時30分から20時
■活動場所　香取市民体育館　

▲元気いっぱいの踊りを披露するおみが 和よさこい会「和
わ

気
き

藹
あい

藹
あい

」の皆さん

▲花見スポットの1つ「あかばし」

▲桜の下でのモデル撮影会 ▲小見川吹奏楽団に よるお花見コンサート

サークル
仲間

サークル
仲間

わ 和 輪

　

開
花
予
想
ク
イ
ズ
の

当
選
者
は
13
人
。
抽
選

の
結
果
、
特
別
賞
の
テ

レ
ビ
は
井
野
口
有
里
さ

ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
花
は
、
3

月
25
日
。
去
年
よ
り
11

日
早
い
開
花
で
し
た
。

開
花
予
想
ク
イ
ズ
特
別
賞
は

井
野
口
有
里
さ
ん
（
南
原
地
新
田
）

あなたのサークルを紹介しませんか

水郷おみがわ
桜つつじまつり
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6
月
か
ら
「
転
倒
予
防
教
室

は
つ
ら
つ
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
転
倒
や
骨
折
な

ど
に
よ
る
高
齢
者
の
生
活
機
能

低
下
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
き
っ

か
け
作
り
の
場
に
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

65
歳
以
上
（
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人
）

■
日
時　

6
月
〜
11
月
の
6
カ

月
間
（
月
2
回
）
13
時
30
分
〜

15
時

■
場
所　

シ
ニ
ア
健
康
プ
ラ
ザ

■
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体

操
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

※
自
由
参
加
の
た
め
、
当
日
は

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
5

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
自
然
の

中
で
の
教
育
を
通
じ
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
約
1
世
紀
続

け
て
い
る
世
界
規
模
の
青
少
年

教
育
団
体
で
す
。

　

簡
単
な
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
お

菓
子
作
り
と
野
外
で
の
ゲ
ー
ム

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

保
育
園
、
幼
稚
園
の

年
長
児
童
お
よ
び
小
学
校
1
・

2
年
生
児
童

■
日
時　

第
1
回
5
月
5
日
㈷

13
時
〜
14
時

第
2
回
5
月
21
日
㈰　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

香
取
神
宮
神
徳
館

（
正
面
階
段
右
側
の
門
の
な
か
）

　

香
取
神
宮　

香
田
・
椎
名　

　
　
　
　
　
　

☎
（57）
3
2
1
1

　

上
宿
台
、
高
野
、
橋
替
地
区

の
避
難
場
所
が
、
4
月
1
日
か

ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

■
変
更
後
の
避
難
地

ケ
ー
ヨ
ー
Ｄ
2
佐
原
店
駐
車
場

（
山
之
辺
1
4
0
5
―
1
）

■
避
難
所
（
施
設
）

佐
原
小
学
校
（
変
更
あ
り
ま
せ

ん
）

　

総
務
課　

☎
（50）
1
2
0
0

　

法
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

6
月
1
日
か
ら
動
物
に
関
す
る

取
り
扱
い
が
次
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

①
不
要
犬
猫
の
引
き
取
り
を
有

料
化
し
ま
す

　

飼
い
主
が
飼
え
な
く
な
っ
た

犬
・
猫
の
引
き
取
り
数
は
、
千

葉
県
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
野
外
捕
獲
犬
と
合
わ
せ
、

致
死
処
分
さ
れ
た
数
は
2
万
頭

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

安
易
な
飼
育
放
棄
を
無
く
す

た
め
に
、
今
ま
で
無
料
だ
っ
た

引
き
取
り
費
用
を
有
料
化
し
ま

す
。

■
費
用　

成
犬
・
成
猫
…
一
頭

に
つ
き
2
0
0
0
円

生
後
90
日
以
内
の
幼
犬
・
幼
猫

…
一
頭
に
つ
き
4
0
0
円

■
引
き
取
り
時
間　

毎
週
水
曜

（
祝
日
除
く
）
9
時
〜
9
時
15

分■
引
き
取
り
場
所　

香
取
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

②
動
物
取
り
扱
い
業
は
「
登
録

制
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

③
特
定
動
物
を
飼
う
場
合
は

「
許
可
制
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
生
活
支
援
課☎

（52）
9
1
6
1

　

平
成
18
年
度
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
5
月
31
日
㈬
で
す
。

5
月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
な
ど
で
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
一
部
を
除
く
）
で
も
自

動
車
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
同
封
の

し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
事
務
所

☎
0
4
3
（
2
4
3
）
2
7
2
1

香
取
県
税
事
務
所

　

☎
（54）
1
3
1
4

※
3
月
27
日
に
佐
原
県
税
事
務

所
は
香
取
県
税
事
務
所
に
名
称

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

5
月
、
6
月
は
、
赤
十
字
運

動
月
間
で
す
。
赤
十
字
で
は
、

人
道
的
な
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
事
業
資
金
の
提
供
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
に
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
☎

（50）
1
2
5
2

　

労
働
力
調
査
は
、
国
の
経
済

政
策
や
雇
用
対
策
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
が
毎
月
末
公
表
し
て

い
る
『
完
全
失
業
率
』
は
、
こ

の
調
査
を
も
と
に
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
調
査
対
象
地
区　

次
の
地
区

の
一
部
の
世
帯
で
す
。

○
牧
野
、
諏
訪
上
、
大
倉
、
北

八
軒
町
、
田
部
、
新
里

※
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

自
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

千
葉
県
総
合
企
画
部
統
計
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
2
0

　

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

の
一
環
と
し
て
、
国
土
地
理
院

が
次
の
と
お
り
測
量
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
作
業
員
は
腕
章
を

身
に
つ
け
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
ま
す
。

■
期
間　

平
成
18
年
6
月
〜
平

成
19
年
3
月

■
対
象
地
域　

旧
佐
原
市
の
市

街
区
域
の
一
部

■
作
業
内
容　

①
街
区
基
準
点

測
量
（
測
量
基
準
点
の
設
置
）

②
街
区
点
測
量
（
街
区
の
角
な

ど
を
測
量
）

　

国
土
地
理
院
関
東
地
方
測
量

部
測
量
課

☎
0
3
（
5
2
1
3
）
2
0
5
1

■
日
時　

5
月
20
日
㈯　

10
時

〜
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
相
談
内
容　

建
築
に
関
す
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も
。

　

千
葉
県
建
築
士
会
香
取
支
部

　
　
　
　

林　

☎
（55）
1
0
1
2

　

小
さ
な
コ
ッ
ク
さ
ん
に
な
っ

て
、
あ
な
た
も
お
い
し
い
料
理

や
お
や
つ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象 

小
学
4
〜
6
年
生

■
日
時 

〈
チ
ュ
ー
リ
ッ
パ
ン
〉

5
月
27
日
㈯　

10
時
〜
13
時

〈
プ
チ
フ
ル
ー
ツ
パ
イ
〉
6
月

24
日
㈯　

10
時
〜
13
時

■
場
所 

山
田
児
童
館

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
う
わ
ば
き

■
会
費 

6
0
0
円
（
2
回
分
）

暮
ら
し
の

情
報

転
倒
予
防
教
室

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

赤
十
字
に
ご
協
力
を

都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
に
伴
う
測
量

指
定
避
難
場
所
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

労
働
力
調
査
に

ご
協
力
を

建
築
無
料
相
談

2006. May

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募

不
要
犬
猫
の

引
き
取
り
が
有
料
化

自
動
車
税
の
納
期
限

ち
び
っ
こ
料
理
教
室

お知らせ

講座
教室

募集

5
月

健 康
保健師／岡野 あけみ

「子育て」は「育つ力」を伸ばしてあげること

 

食
事
を
食
べ
な
い

　

起
き
る
時
間
、
寝
る
時
間
、

食
事
や
お
や
つ
の
時
間
を
決
め

て
リ
ズ
ム
の
あ
る
生
活
を
し
ま

し
ょ
う
。
自
分
で
食
べ
た
が
る

気
持
ち
を
大
切
に
、
上
手
に
食

べ
た
と
き
や
、
全
部
食
べ
た
と

き
は
誉
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
無
理
に
食
べ

さ
せ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
1
か
ら
2

歳
の
こ
ろ
は
、
大
人
の
40
％
〜
50
％
が
目
安

に
な
り
ま
す
。

 

牛
乳
を
飲
ま
な
い

　

牛
乳
は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ

ム
が
多
い
食
品
で
す
。
好
き
だ
か
ら
と
い
っ

て
飲
ま
せ
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
1

か
ら
2
歳
児
で
コ
ッ
プ
1
か
ら
2
杯
が
目
安

に
な
り
ま
す
。
牛
乳
嫌
い
の
子
ど
も
に
は
調

理
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

 

オ
ム
ツ
が
と
れ
な
い

　
「
と
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
な
ん

て
思
わ
ず
、
い
つ
か
は
と
れ
る
も
の
で
す
。

と
れ
な
い
の
は
ま
だ
時
期
で
は
な
く
、
動

作
や
言
葉
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
は
じ
め
る
時
期
で
す
。

　

朝
起
き
た
時
や
寝
る
前
に
ト
イ
レ
に
行
く

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
失
敗
し
て
も
し
か
ら
ず
に
、
ち
ょ
っ
と

手
を
貸
し
て
あ
げ
て
「
よ
く
教
え
て
く
れ
た

ね
」
と
ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の「
育
つ
力
」を
大
切
に

　

子
ど
も
は
「
育
つ
力
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
育
て
る
」
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

育
っ
て
い
く
子
ど
も
に
ど
う
よ
り
そ
う

か
、
ど
う
付
き
合
う
か
が
大
切
で
す
。
よ
い

生
活
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

広報 62006年（平成 18年）5月 1日 【暮らしの情報】



■
定
員 

24
人

　

5
月
21
日
㈰
ま
で
に
山
田
児

童
館
へ　
　
　

☎
（78）
2
1
4
2

　

5
月
・
6
月
の
土
・
日
・
祝

祭
日
に
佐
原
駅
前
案
内
所
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

■
時
間　

10
時
〜
17
時

※
詳
細
は
面
接
の
上
で
相
談

　

水
郷
佐
原
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
6
7
5

　

ミ
ス
あ
や
め
コ
ン
テ
ス
ト
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
未

婚
の
女
性
（
高
校
生
除
く
）

■
応
募
締
切　

5
月
19
日
㈮

■
審
査
方
法　

主
催
者
が
用
意

し
た
娘
船
頭
姿
で
審
査

■
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
日　

6
月

4
日
㈰　

■
場
所　

小
野
川
樋
橋
特
設
会

場

　
　

水
郷
佐
原
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
6
7
5

佐
原
商
工
会
議
所　

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
2
4
4

■
日
時　

5
月
21
日
㈰　

9
時

30
分
〜
15
時

■
場
所　

東
庄
県
民
の
森
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

■
定
員　

30
人

■
対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女

（
初
心
者
で
も
可
）

■
服
装　

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
用
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
（
ラ
ケ
ッ
ト
各

自
用
意
）

■
参
加
費　

1
0
0
0
円
（
昼

食
、
飲
み
物
、
保
険
代
を
含
む
）

　
　

5
月
14
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
東
庄
県
民

の
森
管
理
事
務
所☎

（87）
0
3
9
3

（87）
0
8
1
8

　

ボ
ー
ト
は
ク
ル
ー
全
員
が
力

を
合
わ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
。ク
ル
ー

の
一
体
感
や
感
動
を
味
わ
い
た

い
…
。
ま
た
、「
最
近
ち
ょ
っ
と

運
動
不
足
か
な
」
と
い
う
人
も

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

7
月
16
日
㈰

■
会
場　

黒
部
川
特
設
コ
ー
ス

■
実
施
競
技　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ

ア
（
距
離
4
0
0
ｍ
）

○
成
年
男
子
：
漕
手
の
合
計
年

齢
が
1
4
0
歳
未
満
と
す
る
。

○
壮
年
男
子
：
漕
手
の
合
計
年

齢
が
1
4
0
歳
以
上
と
す
る
。

○
女
子
：
漕
ぎ
手
全
員
が
女
性

と
す
る

○
ミ
ッ
ク
ス
：
漕
ぎ
手
の
中
に

男
性
は
2
人
ま
で
と
す
る
。

■
募
集
期
間
と
時
間　

5
月
1

日
㈪
〜
31
日
㈬
の
9
時
〜
17
時

■
参
加
費　

1
ク
ル
ー

7
0
0
0
円
（
傷
害
保
険
代
）

※
練
習
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

教
育
事
務
所
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課　
　
　

☎
（83）
0
1
0
1

■
日
時　

5
月
28
日
㈰　

5
時

30
分
か
ら
小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
で
受
付

■
場
所　

黒
部
川
、
小
堀
川

■
参
加
費　

大
人
8
0
0
円
（
前

売
り
6
0
0
円
）、
女
性
・
子
ど

も（
中
学
生
以
下
）6
0
0
円（
前

売
り
5
0
0
円
）

■
申
込　

5
月
26
日
㈮
ま
で

（
大
会
当
日
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
）　

　
　
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
1
7

　
　

県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自

然
の
家　
　
　

☎
（82）
1
3
4
3

○
や
さ
し
い
カ
ヌ
ー
基
礎
編

■
対
象　

小
学
生
〜
一
般
お
よ

び
親
子

■
日
時　

5
月
3
日
㈷
・
6
日

㈯　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

県
立
水
郷
小
見
川
少

年
自
然
の
家

※
参
加
無
料
・
当
日
申
し
込
み

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

「
夢
と
ぴ
あ
星
空
さ
ん
ぽ
」

■
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可

能■
日
時　

5
月
4
日
㈷
・
5
日

㈷　

10
時
〜

■
定
員　

2
0
0
人

※
参
加
無
料
・
当
日
申
込
み

○
わ
く
わ
く
フ
ア
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ

■
対
象　

小
・
中
・
高
校
生
と

そ
の
家
族
（
先
着
15
家
族
）

■
日
程　

5
月
27
日
㈯
〜
28
日

㈰　

1
泊
2
日
（
野
外
テ
ン
ト

泊
）

■
場
所　

水
郷
小
見
川
少
年
自

然
の
家

■
参
加
費 

1
人
3
7
5
0
円

■
受
付
期
間　

5
月
1
日
㈪
か

ら
電
話
ま
た
は
来
所
で

　

オ
ー
ボ
エ
や
琴
、
尺
八
な
ど

の
「
音
」
と
「
語
り
」
が
融
合

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
香
取
市
誕
生
を
祝
う
コ

ン
サ
ー
ト
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
20
日
㈯　

15
時

〜■
場
所　

東
薫
仕
込
み
蔵
2
階

（
佐
原
イ
）

■
料
金　

大
人
2
5
0
0
円
、

中
高
生
1
0
0
0
円

　

生
田
流
筝
曲　

石
井

☎
（83）
1
7
4
7

　

境
界
を
越
え
て
新
し
い
試
み

の
共
有
を―

―

新
市
誕
生
を
記

念
し
、
能
と
狂
言
を
上
演
。

■
期
日　

6
月
10
日
㈯

■
場
所　

星
の
森
野
外
ス
テ
ー

ジ
（
神
生
）　

※
雨
天
時
は
山

田
公
民
館

■
内
容　
【
小
・
中
学
生
体
験

講
座
】
14
時
開
演

【
薪
能
公
演
】
18
時
30
分
開
演

／
能
「
羽
衣
」（
シ
テ　

浅
見

慈
一
）・
狂
言
「
清
水
」（
シ
テ

　

高
澤
裕
介
）

■
入
場
料
〔
体
験
〕
1
0
0
0

円
※
親
子
参
加
可

〔
公
演
〕
4
0
0
0
円
※
未
就

学
児
童
不
可

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売

（
山
田
）
音
の
道
実
行
委
員
会

事
務
局　

☎
（70）
7
5
8
8

（
佐
原
）
座
・
音
遊
☎

（52）

3
4
3
9
、
水
郷
佐
原
観
光
協

会
☎

（52）
6
6
7
5
ほ
か

　

音
の
道
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
（70）
7
5
8
8

ふ
な
釣
り
大
会

案
内
所
お
手
伝
い

ミ
ス
あ
や
め

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

音
と
語
り
の
コ
ラ
ボ

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者

県
立
水
郷
小
見
川

少
年
自
然
の
家

新
市
誕
生
記
念
公
演

能の
う

Ｂボ

ー

ダ

ー

Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

〇彩友会作品展
　5月3日（祝）～5月10日（水）
〇かな書道展
　5月12日（金）～5月17日（水）
〇押花　染め花　グラスアート
　5月23日（火）～5月30日（火）
　※5月30日は午前中まで
〇絵本まつり
　5月21日（日）
　10時～11時・13時30分～14時30分

〇水郷ジュニアバレーボール大会
　5月3日（祝）
〇北総中学校体操大会
　5月13日（土）
〇市民空手道大会
　5月28日（日）

〇尾花流舞踊発表会
　5月21日（日）　10時開演

〇えほんのじかん
　5月7日（日）・14日（日）・21日（日）・28日（日）
　14時～　4歳以上対象
〇おはなしのじかん
　世界の昔話やわらべうた、ことばあそびな
　どを楽しみます。
　5月6日（土）　14時～　小学生以上対象

〇創立50周年記念文化協会展
　文化協会各部の作品展示、芸能発表のほか
　講演会やアイリッシュハープの演奏会など。
　5月5日（祝）～7日（日）　9時～16時30分
※演奏会は5日13時30分～。入場無料

〇創立50周年記念文化協会展
　文化協会各部の作品展示。
　5月5日（祝）～7日（日）　9時～16時30分

佐原中央公民館 ☎（55）1151

佐原文化会館 ☎（55）1161

佐原中央図書館 ☎（55）1343

香取市民体育館 ☎（55）1290
（旧佐原市市民体育館）

小見川文化会館 ☎（83）6131

小見川プラザ ☎（80）1100

Event Schedule

香
取
市
誕
生
記
念

香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ

※5月4日（祝）に小見川区市民環境課で予定されていた消費生
　活相談は都合により中止となりましたので、ご了承ください。

問　市民環境課　☎（82）1114

旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

「
玉
ネ
ギ
万
能
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

●玉ネギ……………2 個
●酢…………3/4 カップ
●サラダ油…3/4 カップ
●砂糖………大さじ 3 杯
●塩…………小さじ 2 杯
●みりん……1/2 カップ
●酒…………1/2 カップ
●しょうゆ…1/2 カップ

　

玉
ネ
ギ
は
和
洋
中
問
わ

ず
、
ど
ん
な
料
理
に
も
欠
か

せ
な
い
野
菜
で
す
。
生
で
食

べ
る
辛
さ
も
良
し
、
い
た
め

て
食
べ
る
甘
さ
も
良
し
誰
か

ら
も
好
か
れ
、
最
近
は
﹁
血

液
さ
ら
さ
ら
﹂
の
栄
養
面
で

も
大
注
目
で
す
。

　

新
玉
ネ
ギ
を
購
入
し
た
ら

ぜ
ひ
、
生
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
お
作
り
く
だ
さ
い
。
薄
く

切
り
、
し
ば
ら
く
放
置
す
る

ほ
ど
、
血
液
さ
ら
さ
ら
物
質

が
増
え
ま
す
。

　

ま
た
、一
晩
お
く
こ
と
に
よ

り
味
が
マ
イ
ル
ド
に
な
り
ま

す
。濃
い
と
感
じ
る
人
は
醤
油

の
量
で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

豆
腐
に
か
け
た
り
、
ム
ニ

エ
ル
の
ソ
ー
ス
や
野
菜
な
ど

と
和
え
た
り
⋮
。
文
字
ど
お

り
万
能
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

お
試
し
く
だ
さ
い
。

作
り
方

①
玉
ネ
ギ
2
個
は
繊
維
を
断

ち
切
る
よ
う
に
で
き
る
だ
け

薄
く
切
る
。（
ス
ラ
イ
サ
ー

を
使
う
と
よ
い
）
切
っ
て
15

分
く
ら
い
お
く
。

②
広
口
の
ビ
ン
に
、
合
わ
せ

た
調
味
料
と
玉
ネ
ギ
を
入
れ

よ
く
か
き
混
ぜ
一
晩
お
く
。

材料

催し

堀
越　

和
代

栄
養
士
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●
小お

倉ぐ
ら 

亜あ

さ

み

沙
美
さ
ん

　

表
情
豊
か
な
五
月
人
形
に
会

い
に
、
佐
原
へ
来
ま
せ
ん
か
。

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会
で
は
、

街
中
を
巡
り
な
が
ら
各
店
の
お

宝
や
自
慢
の
味
・
技
を
ご
覧
い

た
だ
く
「
佐
原
ま
ち
ぐ
る
み
博

物
館
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
各
時
代
に
制

作
さ
れ
た
人
形
な
ど
、
家
々
で

大
切
に
し
て
き
た
端
午
の
節
句

に
ち
な
ん
だ
も
の
を
5
月
15
日

㈪
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
20

軒
が
こ
の
企
画
展
に
参
加
し
て

い
る
ほ
か
常
設
展
も
実
施
し
て

（
一
ノ
分
目
）

休 日 夜 間 の 急 病 診 療

い
ま
す
の
で
、「
佐
原
ま
ち
ぐ

る
み
博
物
館
」
の
看
板
の
あ
る

個
店
（
全
42
軒
）
へ
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
佐
原
町
並

み
交
流
館
や
水
郷
佐
原
山
車
会

館
（
有
料
）、
駅
前
観
光
案
内

所
で
も
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
5
9

※
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
五
月

人
形
や
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

佐
原
お
か
み
さ
ん
会　

香
取

☎
（52）
2
3
6
7

　

ぼ
く
の
通
う
佐
原
小
は
、

香
取
市
で
1
番
大
き
な
小
学

校
で
1
0
3
6
人
も
い
ま
す
。

1
学
年
5
ク
ラ
ス
も
あ
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
が
で

き
ま
す
。
勉
強
が
得
意
な
友

達
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
友
達
、
お
も
し
ろ
い
友
達
、
や
さ
し
い

友
達
な
ど
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
す
。

　

6
年
生
に
な
る
ま
で
に
、
2
回
の
ク
ラ
ス
が
え
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
友
達
が
ふ
え
て
い
き
ま
す
。
ぼ
く
も
今
た

く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
学
校
へ
行
く
の
が
、
毎
日
楽
し
い
で

す
。

　

そ
し
て
、
人
数
が
多
い
の
で
、
運
動
会
な
ど
の
行
事
は
、
大

変
も
り
上
が
り
、
見
ご
た
え
も
十
分
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
す
ぐ
わ
き
を
川
が
流
れ
て
い
て
、
秋
に
な
る

と
、
サ
ケ
が
の
ぼ
っ
て
き
ま
す
。
学
校
か
ら
サ
ケ
が
見
ら
れ
る

な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
か
ら
近
く
に
は
、
昔
の
町
な
み
が
あ
っ
た
り
、
地
図
を

つ
く
っ
た
「
伊
能
忠
敬
」
の
家
や
記
念
館
が
あ
っ
た
り
し
て
、

地
域
や
歴
史
の
勉
強
を
身
近
に
楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
き
な
お
祭
り
が
年
2
回
も
あ
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
ん
な
佐
原
小
が
大
好
き
で
す
。

6年1組

米
よねかわ

川　真
しんいち

一くん

　

香
取
市
が
誕
生
し
て
1
カ
月

あ
ま
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
自

分
の
仕
事
の
担
当
は
合
併
前

と
変
わ
ら
ず
広
報
担
当
な
の
で

す
が
、
取
材
地
域
が
広
が
っ
た

こ
と
や
発
行
回
数
が
増
え
た
こ

と
な
ど
、
細
か
い
こ
と
で
す
が

自
分
の
中
で
は
た
く
さ
ん
の
環

境
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。
と

に
か
く
こ
の
1
カ
月
は
紙
面
づ

く
り
が
や
っ
と
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
を
載
せ
て
あ
げ

た
い
、
行
政
か
ら
の
一
方
通
行

の
「
お
知
ら
せ
版
」
で
は
な

く
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
広
報
紙
面
を
…
と
い
う

理
想
と
情
報
量
の
多
さ
、
仕
事

の
処
理
時
間
の
限
界
な
ど
現
実

と
の
狭
間
で
い
っ
た
い
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
不
安
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
暗
中
模
索
し
な
が
ら
一
歩

ず
つ
進
ん
で
い
け
れ
ば
…
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
S
）

佐
原
小
学
校

地
域
や
歴
史
の
勉
強
が
身
近
に
で
き
る
学
校

学
校
自
慢

1歳
10カ月

1歳
 10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

パ
パ 

一
隆
さ
ん
／
マ
マ 

恭
子
さ
ん

●
山や

ま
も
と本　
能よ

し
な
り然

く
ん（
佐
原
イ
）

パ
パ 

博
邦
さ
ん
／
マ
マ 

靖
子
さ
ん

パ
パ 

祐
史
さ
ん
／
マ
マ 

由
紀
さ
ん

●
佐さ

さ

き々木　
涼り

ょ
う
か香

ち
ゃ
ん（
牧
野
）

パ
パ 

真
さ
ん
／
マ
マ 

美
良
さ
ん

●
髙た

か
は
し橋　

永と

あ愛
ち
ゃ
ん（
下
飯
田
） 私たち、お祭り大好き！ケン

カもするけど仲良しの双子
だよ

お友達と遊ぶこととあん
ぱんまんがだ～いすき！

お外大好き！　お話もた
くさんできるよ！

み
さ
と
ち
ゃ
ん

あ
や
め
ち
ゃ
ん

●
宇う

い井

（
新
部
）

お姉ちゃんと 2 人でいつ
も家を明るくするのぉー

小
見
川
高
校
3
年
。
3
月
25
・

26
日
に
行
わ
れ
た
全
国
高
校
選

抜
ボ
ー
ト
大
会
の
﹁
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
カ
ル
の
部
﹂
で
優
勝

佐原まちぐるみ
博物館

☎（55）1070

香
取
人

か
とり
す

File.1

と

○
ボ
ー
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

高
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
し
た
の

で
す
が
、
ボ
ー
ト
部
の
先
輩
に

「
ボ
ー
ト
を
見
に
行
か
な
い
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
初
め
て
見
た
ボ
ー

ト
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が

ら
、
先
生
か
ら
「
今
日
か
ら
乗

れ
る
だ
ろ
う
」
の
一
言
で
ボ
ー

ト
を
始
め
ま
し
た
。

○
ボ
ー
ト
の
魅
力
・
大
切
な
こ

と
っ
て
何
？

　

水
面
の
近
さ
と
艇
の
進
む

音
に
感
動
！　

そ
の
日
か
ら
、

ボ
ー
ト
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

ま
し
た
。

　

未
知
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

か
ら
、
今
年
で
3
年
目
な
ん
で
す

が
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
ボ
ー

ト
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
一
番

大
事
な
の
か
な
ぁ
と
思
う
。

　

だ
け
ど
、
ボ
ー
ト
に
も
私
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
何
事
も
好
き
こ
そ

も
の
の
上
手
な
れ
！
っ
て
感
じ

で
す
（
笑
）。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

こ
れ
か
ら
の
大
会
は
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
高
校
最
後
と
な
っ
て

い
く
の
で
、
す
べ
て
の
大
会
で

自
分
ら
し
い
漕
ぎ
を
し
た
い
で

す
。

　

周
り
か
ら
「
速
い
な
ぁ
」
と

い
わ
れ
る
の
で
は
な
く
「
強
い

な
ぁ
」
と
い
わ
れ
る
選
手
に
な

り
た
い
。
競
技
だ
け
で
な
く
支

え
て
く
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
後
押
し

し
た
く
な
る
よ
う
な
選
手
で
あ

り
た
い
で
す
。

「
速
さ
」よ
り「
強
さ
」を
求
め
て

▲真剣な表情で練習をする小倉さん

▲米川くんが5年生のとき、5年生全員で小野川にサケの
稚魚の放流をしました

企
画
展
「
佐
原
五
月
人
形
め
ぐ
り
」

企
画
展
「
佐
原
五
月
人
形
め
ぐ
り
」

　電話でその日の内科と外科の当番医をお知
らせします。
　診療時間は日曜日と休日の19時から22時ま
でです。必ず保険証をお持ちください。

（自動音声でお知らせします）
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